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目 次
ステークホルダーの皆様には日頃から当社への厚いご支援ありがとうございます。2020年
度は新型コロナウィルス感染症(COVID-19)の感染拡大が社会生活に大きな影響を与えた
１年でありました。医療従事者をはじめとするエッセンシャルワーカーの皆様に心からお礼
申し上げます。

この「環境報告書」が、ステークホルダーの皆様にとって、当社の環境に対する取り組みに
関するご理解の一助となることを願っております。

2.環境保全への取り組みに向けて
耐火物とセラミックスの製造段階においては、環境法規制を遵守する事のみならず、設計～
製造～顧客での使用・廃棄に至る全ての段階において、省エネ・省資源、廃棄物削減、リサ
イクル推進など、徹底した環境負荷低減に積極的に取り組んでまいりました。これらの取り
組みを継続・深化しつつ、今年度からは2050年度のカーボンニュートラルに向けた温暖化
ガス削減の具体的な取り組みに着手致しました。具体的には、2030年までに2013年比で
50%のCO₂排出量削減を目指し、2050年時点では、カーボンオフセットも含めカーボン
ニュートラルを達成できる様、開発も含めた検討を進めてまいります。また、単に当社の製
造プロセスで発生する温暖化ガスを削減するのみならず、当社の商品を通じてお客様での
温暖化ガス削減に貢献すべく、商品の開発・ソリューションの提案等に積極的に取り組み、
社会に貢献致します。当社の主要顧客であります鉄鋼業界での温暖化ガス削減に向けた
挑戦的な取り組みを支える商品開発や省エネルギータイプの工業炉設計、セラミックス事
業での高機能断熱材による熱ロスの削減など当社が培ってきた技術を応用した開発を今後
も積極的に推進していく事を目指します。

1.はじめに
社会を構成する一員として、持続可能な社会の実現(SDGs)に向けて取り組む事は不可欠で
あり、当社が持続的な成長を目指す為にも環境に配慮した企業経営の実践が極めて重要
です。
当社では2001年に設定した「環境宣言」の中で、“次の世代へ美しい地球を引き継ぐ為に地
球環境保全に積極的に取り組む事”を掲げて従来から環境保全に取り組んでおります。ま
た近年、従来の環境保全活動に加え、地球温暖化防止に向けた取り組みが全世界的な広
がりを見せている中、当社におきましても今年度の環境方針にカーボンニュートラルへの取
り組みを明記してCO₂排出量削減活動を強化しております。この様な中、当社における環境
保全への取り組みについて以下にお伝え致します。

1. トップメッセージ 

2. 地球環境保全の方針と体制 

3. 環境法令の遵守状況 

4. 耐火物製造プロセスと消費エネルギー

5. 環境パフォーマンスデータ

5-1 温室効果ガス抑制の取り組み

5-2 人と自然の共生を守る取り組み

5-3 水の豊かさを守る取り組み

5-4 循環型社会に向けた取り組み

6．地域との共生に向けた取り組み
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当社は、2001年に「環境宣言」を採択し、環境宣言を実現するための具体的行動指針とし
て「環境方針」を定めております。2021年度から、「環境方針」に新たにe項を追加し、CO₂
排出量削減への取り組みを明記しました。製造工程における省エネ推進、リサイクル原料活
用等によるCO₂排出量削減に加え、環境・工業炉技術、断熱材料技術等の活用によるCO₂
排出削減技術のソリューションで社会貢献を一層進めてまいります。

環境マネジメント体制

環境マネジメントサイクル

地球環境保全の方針と体制2

a. 耐火物とセラミックスの総合ソリューション事業を行うにあたり、商品の研究開
発、設計、原料調達、製造、サービス、お客様での使用・廃棄のすべての段階
において、地球温暖化防止、省資源、リサイクル、廃棄物削減、汚染の予防等、
環境負荷の低減に取り組む。

b. 環境管理体制を定め、全社員が環境負荷の継続的な改善と汚染の予防に努
める。また、活動にあたっては、改善目標を定め、継続的な改善に取り組む。

c. 環境法規制及び利害関係者との同意事項を遵守する。

d. 地球環境と人間社会との共生を目指し、より豊かな環境づくりに貢献する。

e. カーボンニュートラルに貢献すべく、CO₂排出削減に取り組む。

2021年4月1日 黒崎播磨株式会社

環境方針

2001年6月1日 黒崎播磨株式会社

地球的規模で環境破壊が進む今日、次の世代へ美しい地球を引き継ぐために

我々は、社会に信頼され信頼に応える企業として、地球環境保全に積極的に取り

組みます。

環境宣言
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環境法令の遵守状況3 耐火物製造プロセスと消費エネルギー4
環境法令の遵守状況は、以下のとおりです。 耐火物の製造工程で消費するエネルギーの種類や量は製品ごとに異なります。当社の製

品は不定形耐火物、不焼成れんが、焼成れんがの3種類に大別されますが、それぞれの製
造工程で消費する電力と燃料の量を模式的に表すと図４のようになります。

対象となる化学物質を把握し、毎年年間の排出量及び移動量を集計して
届出を実施しております。

対象製品の簡易点検、定期点検を実施し、適宜、点検状況の確認を実施して
おります。また、前年度のフロン漏洩量を把握し、必要に応じて報告を実施
しております。

下水道の排水の水質測定を実施し、規制の遵守状況を確認しております。
また、定期的に排水施設の検査を実施しております。

対象となる化学物質の輸入量を集計して、毎年届出を実施しております。
また、対象となる化学物質を含む製品については、お客様に対して、SDS
（安全データシート）を交付しております。

特定施設の届出を実施し、規制値を遵守しております。

公害防止管理者を選任し、ばい煙などの排出量規制等を遵守しております。

特定施設に該当する設備はありませんが、特に漏出時の措置については
各職場でのルール策定、演練等を行なっております。

エネルギー管理者を選任し、毎年以下の事項を報告しております。
・エネルギー消費量の実績と省エネルギー計画
・全輸送量の実績と省エネルギー計画

毎年、温室効果ガス排出量の算出・報告を実施しております。

法令に従った、薬品保管庫の施錠管理や使用記録など対象製品の管理を
徹底しております。

廃棄物の適正保管と処分、マニフェストの発行と記録保管、定期報告を
実施しております。また、PCB（ポリ塩化ビフェニル）については低濃度、
高濃度PCB廃棄物の管理票を作成し、期限前に全廃できるよう進捗を
管理しております。

有機溶剤中毒予防規則、特定化学物質障害予防規則に係る化学物質の
取扱い（設備、管理、測定等）について、教育・指導を実施しております。

環境法令

化学物質排出把握管理促進法
（PRTR法）

フロン排出抑制法

下水道法

化審法

騒音規制法

大気汚染防止法

水質汚濁防止法

省エネ法

地球温暖化対策推進法

毒物及び劇物取締法

廃掃法

労働安全衛生法

遵守状況

表3-1 環境法令の遵守状況

※環境法令について、各部署が遵守状態を維持しているかを年1～2回の内部監査にて確認しております。

図4 当社の製品製造プロセスと消費エネルギー
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環境パフォーマンスデータ5
5-1 温室効果ガス抑制の取り組み
1） CO₂排出量の推移
当社による二酸化炭素（CO₂）排出量の推移を耐火物生産量の推移とともに図5-1に示しま
す。生産量の増減による影響が大きいものの、パリ協定における削減目標の基準年である
2013年度と比べると、2020年度は約22％の削減率となりました。
当社では、我が国の削減目標の達成に貢献するべく、2030年度には、2013年度比で－50％
の削減目標を掲げ、2050年度のカーボンニュートラルに向けて、さらなるCO₂の排出削減に
取り組んでまいります。

④工場内照明の完全LED化
当社では、工場内の照明を白熱電球や蛍光灯からLED照明に替えることで、電力消費
量の削減を図ります。また、事務所などの建物内の照明や構内の外灯についてもLED
化を推進し、社内の照明を100％LEDに置き換えることを目標としております。

⑤空調機器の省エネと節電システム導入
空調機器の室内設定温度を適温に設定することで、空調機器による電力消費量の削
減に取り組んでおります。また、一定規模以上の空調機器には、外付けの省エネ型運
転制御装置を設置することで、夏季および冬季のピーク時の電力消費量を約15％削減
することが可能となっており、このような制御装置の設置を全社で推進しております。

⑥空気圧縮機の圧力適正化
工場内で使用する圧縮空気のコンプレッサーによる電力消費量を削減するため、圧縮
空気の圧力低減に取り組んでおります。設備の運転に支障がでないよう、適切な圧力
を慎重に見極めながら限界に挑戦しております。

②不定形耐火物および不焼成耐火物の適用拡大
不定形耐火物や不焼成耐火物は、その製造工程において焼成を行わないため、焼成耐
火物に比べてCO₂の排出が少なく、製鉄窯炉への適用拡大を図ることによりCO₂排出
量の削減が可能です。そのために、不定形耐火物および不焼成耐火物のさらなる性能
向上に向けた開発・改良に注力してまいります。

③製造設備の集約と高効率化による電力および燃料消費量の削減
当社では、ミキサーやプレスといった製造設備の集約を行うことで、電力消費量の削減
に取り組んでおります。また、老朽設備の更新や各種工業炉の設計・施工ノウハウを生
かし、自社製造設備のCO₂排出量の削減に取り組んでまいります。

①CO₂排出の少ない燃料への転換
当社では、CO₂の排出削減策の柱として、これまでに燃料のLNGへの転換を進めてま
いりました。その結果、八幡地区における製造プロセス用燃料のLNG比率は100％に
達しております。八幡地区以外の各拠点工場におきましても、今後、重油やLPGからの
燃料転換を進めてまいります。
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図5-1 二酸化炭素排出量と耐火物生産量の推移（2013～2020年度）（耐火物生産量は、2013年度を100％とする比率で表示。）
注：二酸化炭素排出量のデータは、石灰製造プロセス由来の排出量や支店・営業所からの排出量など、耐火物製造とは直接関係のないものを
　  含む点で、昨年度までの環境報告書のデータとは異なります。
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環境パフォーマンスデータ5
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③バイオマス発電用ボイラー向け耐火物
当社は、バイオマス発電用ボイラー向けの耐火物
の施工・販売を行っております。「バイオマス発
電」とは、バイオマス（生物からつくり出されるエ
ネルギー資源のうち、石油などの化石燃料を除い
たもの）を利用した発電方法です。エネルギー源
となるバイオマスを直接燃焼あるいは、発酵させ
てガス化したのちに燃焼することでエネルギーを
取り出し、発電します。環境負荷の低い発電方法
として世界的に注目されています。
今後、ますますバイオマス発電の需要が増えるこ
とが見込まれることから、当社も耐火物の施工・
販売によって環境に配慮した電力提供に貢献し
てまいります。

①黒崎播磨のサーマルセラミックス
産業のあらゆる場面において“熱”は必要不可欠です。当
社のセラミックス事業部では、耐火物で培った熱制御に
関する知識・技術を断熱材に応用し提供できることを強
みとしています。近年では地球温暖化対策としてCO₂排
出量削減が大きく叫ばれる中、水素をはじめとした再生
可能エネルギーによる家庭用燃料電池 (エネファーム )
にも断熱材を通じた熱マネジメントを可能とすることで、
省エネルギー化や環境改善への一翼を担っています。

3） CO₂削減をはじめ、地球環境保全に向けたお客様へのソリューション提供

【使用場面】製鉄プロセス、家庭用燃料電池（エネファーム）、自動車、家電製品、工業炉など
【　特長　】黒崎播磨のナノ断熱材は、熱伝導率が静止空気よりも低い高断熱のため電力や
　　　　　動力に変換されず捨てられているエネルギー損失を極限まで低減することが可能。
　　　　   このロスを低減することで省エネルギー装置の小型化・軽量化に貢献。

ナノ断熱材は、人体に無害な原料のみを使用している
ため、人や環境への負荷が低くとても扱いやすい製品
です。また、別種の生体溶解性ファイバーも安全性が
高く、人体への発がん性等の有害性懸念から規制の
対象とされたRCF製品の代替需要にも対応していま
す。これらの断熱材は、完全な無機材料により構成さ
れているため経年劣化等はせず、健全な状態が保たれ
ている限り、継続的に使用が可能です。

人と環境にやさしい製品

写真5-2 生体溶解性ファイバースーパーウール

写真5-1 ナノ断熱材と炎 写真5-3 省エネルギー加熱炉

図5-4 バイオマス発電イメージ

②黒崎播磨の工業炉
鉄やセメントに留まらず、ガラス・
化学製品の製造や、発電・焼却設
備、そして当社が製造する耐火物
製造など、産業のあらゆる場面に
おいて“熱”は必要不可欠です。熱
を司る設備が“炉（ファーネス）”で
あり、工業製品に使用する炉全般
を、「工業炉」と呼んでいます。 
当社ファーネス事業部は、低熱伝導
耐火物の開発・提供及び省エネルギー設計の工業炉施工により、工業炉のエネルギー効率を高める
ことで顧客の省エネルギー及びCO₂排出量削減に貢献しております。

材工一体による省エネ貢献

廃熱回収性能に優れた
工業炉の施工設計 排熱量の抑制、排熱温度の低下

炉壁からの熱ロス削減断熱性能に優れた
耐火物の提供

図5-3 熱伝導率グラフ
※各種断熱材の値は代表値であり保証値ではありません。
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5-2 人と自然の共生を守る取り組み
1） 産業廃棄物の削減
当社の各拠点工場から産業廃棄物として排出されるれんが屑と汚泥の排出量は図5-5に示
すとおりです。これらの排出量は徐々に減少しており、八幡地区では2009年から社外リサイ
クルとして、汚泥をセメントの原料として再利用しております。当社は引き続き、さらなる歩
留まり向上、リサイクル率向上を目指してまいります。

5-3 水の豊かさを守る取り組み
1） 排水の管理と再利用
当社では、水資源を守る取り組みとして節水活動を長年続けております。2020年度の全社
での水使用量は34万トンと、2013年度の43万トンと比べ21％削減することができました。
(図5-6)
また、排水のリサイクルにも挑戦し、水の使用量や排出量の削減に貢献しております。一部
の拠点工場では、工場排水を水処理設備で清浄化し、その一部を製造工程で再利用する
取り組み(図5-7)を行っており、今後は全社的に水の再利用を積極的に展開していくことで
更なる節水の実現を目指します。
引き続き、設備の維持管理を徹底し、節水と環境にやさしい排水に努めてまいります。

2） 汚染物質排出管理、化学物質管理
当社では、焼成炉、乾燥炉、ボイラーなどの製造設備
から排出されるばい煙に含まれるばいじんや硫黄酸
化物、窒素酸化物等の大気汚染物質を抑制する努
力を継続しております。ばい煙の自主管理値を設定
し管理強化を行なうことにより、地域の環境維持に
努めております。また、毒物及び劇物対象品の取扱
いにつきましては、法令遵守のもと、薬品保管庫の施
錠管理や使用記録等、厳格な管理を行なっておりま
す。

図5-6 全社水使用量の推移（2013年度～2020年度）

図5-7 水のリサイクルフローイメージ写真5-4 ばいじん測定の様子
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5-2 人と自然の共生を守る取り組み
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作業着・ヘルメットのリサイクル活動参画による産業廃棄物の削減

2） 公共用水域の汚染防止訓練
当社では、油の流出による環境事故を防止するための訓練を行っております。この訓練は、
海洋や河川へつながる雨水側溝を土嚢で塞ぐことで、油が公共用水域へ流出することを防
ぐためのものです。さらに、万が一流出した場合でも、汚染を最小限にとどめることができ
るよう、オイルフェンスを展張する訓練も併せて行っております。これらの訓練は、各職場が
それぞれの環境リスクを想定するとともに、少人数単位で実施しております。従業員一人ひと
りが主体的に訓練に取り組み迅速に対応するスキルを身に付けることで、海洋や河川を汚
染から守ります。

写真5-5 オイルフェンス展張訓練の様子（八幡地区・久喜川）

5-4 循環型社会実現に向けた取り組み
1） Reduce（リデュース）～廃棄物の発生抑制～
①OA紙使用量の削減
当社では、オンライン会議の活用、プロジェクター・モニター付会議室の活用、ミスプリン
ト撲滅活動等を通じて、OA紙使用量の削減に取り組んでおります。これらの活動によっ
て、当社の2020年度のOA紙使用量実績は、全社で391万2,000枚（2019年度は497万
8,000枚）と、前年度に比べ106万6,000枚を削減（前年度比使用量－21.4％）しました。

今後も、上記取り組みに加え、デジタル端末を
活用したペーパーレス化を推進し、地球環境保
全に積極的に取り組んでまいります。

写真5-6 オンライン会議専用個人ブース

当社は、2019年より、作業着とヘルメットのリサイクル活動に参画しました。作業着は、購入元
のミドリ安全北九州株式会社にリサイクルを依頼し、『ミドリワイダスク』というリサイクルシステ
ムを利用しております。使用済みの作業着を反毛し、成形フェルトへ加工することで、最終的に
は自動車内装の防音シート等として利用されます。
またヘルメットは、購入元の日本乾溜工業株式会社に回収を依頼し、ヘルメット製造メーカーで
ある株式会社谷沢製作所の『タニザワエコアプローチ』に参加しております。リサイクルされた
ヘルメットは、環境対策施設「エコロ(クリーンエネルギー再生プラント)」で、工場内で使用する
クリーンエネルギーに生まれ変わります。

2019年度
OA紙使用量実績

497万8,000枚

2020年度
OA紙使用量実績

391万2,000枚

前年度比使用量－21.4％
106万6,000枚の削減
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①木製パレット・コンテナバッグの再利用
当社では、製品を積む木製パレットや原料・製品を詰めるコンテナバッグの再利用に取り組
んでおります。木製パレットは破損部の修繕に加え、劣化した箇所の強度を高めることで、
1枚のパレットにつき約10回の再利用を可能にしております。コンテナバッグは、使用済み
バッグの破損箇所を点検し、新たに利用できるよう洗浄を行うことで、1枚につき約3～5回、
再利用をしております。今後も再利用の取り組みを積極的に推進することで、資源の有効活
用・地球環境保全に貢献してまいります。

2） Reuse（リユース）～再利用～

①耐火物リサイクルの推進
当社では、約20年以上にわたり、使用済み
耐火物を利用したリサイクル耐火物製品を
供給し、全国の製鉄所向けに1ヶ月あたり
約2,500～3,000トンのリサイクル耐火物製
品を納入しております。今後も、有資源であ
る耐火物原料の循環型社会構築に向け、
耐火物リサイクルの取り組みを積極的に継
続してまいります。

3） Recycle（リサイクル）～再生利用～

※1 エコマーク認定　https://www.ecomark.jp/
※2 福岡県リサイクル商品認定制度　https://www.recycle-ken.or.jp/nintei/index.html
※3 北九州市建設リサイクル資材認定制度　https://www.city.kitakyushu.lg.jp/gi-kan/02300009.html

図5-8 耐火物リサイクルのフロー図

写真5-9 破砕・分級後の使用済み耐火物

②リサイクル景観材の開発・納入
当社セラミックス事業部では、工場からの廃棄物や建設残土など都市廃材を原料とするリ
サイクル景観材の開発・納入を行っています。
私たちの取り組みは景観性の向上に留まらず、産業廃棄物の再資源化による循環型社会
構築の一助を担った活動も含めて『まちづくり』だと考えています。

上記すべての商品が「北九州市建設リサイクル資材認定」を取得しています。この認定は、
性能・品質・経済性に加え、各商品が製造・使用・廃棄または再利用されるまでのすべての
段階での環境への影響等を総合的に評価いただいたものです。
当社は北九州市の環境施策に応じて、今後もまちづくりの一端を担う責任を持ちながら新
たな開発を続けてまいります。

写真5-7 パレット管理センター 写真5-8 コンテナバッグの洗浄作業場

歴史ある小倉城瓦を再生原料として使用。
地域により根付いた北九州市特化型商品
●リサイクル率／約20％
●主なリサイクル原料／小倉城瓦、溶融スラグ

リサイクル平板「クロサキLSペイブ～瓦～」

写真5-11 和布刈公園（門司区）

薄層カラー舗装でのリサイクル商品を開発
●リサイクル率／50％
●主なリサイクル原料／小倉城瓦、セラミック屑

リサイクル薄層カラー舗装「セラステージ」

写真5-12 日明浄化センター（小倉北区）

耐火れんが屑をリサイクル原料として配合することで、原料
同士の結合が強まり高い品質を再現
●リサイクル率／60％
●主なリサイクル原料／耐火れんが屑、都市廃材など

リサイクルれんが「ネオシリーズ」

写真5-10 西小倉駅前線／大門木町線（小倉北区）
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地域との共生に向けた取り組み6

写真6-1 東浜町1号線鉄道高架下 写真6-2 鉄道高架下通路

写真6-3 地域の小学生と一緒に走る風景

東浜町 高架下改修（福岡県北九州市）
当社は2019年に創立100周年を迎え、その記念事業の一環として、「東浜1号線美化プロジェ
クト」と題し、本社から国道3号線へと抜ける鉄道高架下を整備しました。通路内には黒崎播
磨と八幡製鐵所（現：九州製鉄所八幡地区）の歴史を振り返るパネルが並び、当社製の景観
煉瓦で造られた花壇と季節の花々が通行する人たちを迎え、地域の方々に喜ばれております。

写真6-4 熱心に授業を受ける子供たち

伊部小学校出前授業（岡山県備前市）
当社は、拠点がある備前市の伊部小学校に
て、地域産業への理解促進を目的とした出
前授業を行っております。毎年、耐火物に関
するクイズ形式での授業に、子供たちも元
気いっぱいに手を挙げて回答してくれます。
今後も備前市への地域貢献とともに、暮ら
しを支えるものづくりの大切さを理解しても
らえるよう取り組んでまいります。

陸上競技部 持久走記録アップ教室への参加（山口県防府市）
黒崎播磨陸上競技部は、「小学校で開催さ
れる持久走大会での自己記録アップ」を目
的とした持久走記録アップ教室に参加する
ことで、例年強化合宿を行っている山口県
防府市の小学生との交流を深めておりま
す。子供たちの元気みなぎる走りに選手達
も力を貰っており、今後も防府市への地域
貢献として積極的に取り組んでまいります。

地域住民への自然災害緊急避難場所の開放（福岡県北九州市）
当社は、本社および研修センターを近隣住民の避難所として緊急時には開放する取り決め
を行いました（約175名収容可能）。北九州市の地域防災力強化の取り組みである「みんな
de Bousai プロジェクト」の一環として、黒崎播磨の本社がある地区でも自然災害における
犠牲者ゼロを目標に防災隣組ごとの緊急避難所の開設を行っており、当該活動に賛同した
ものです。今後も、地元企業として地域防災にも貢献してまいります。

小倉城の瓦を再利用したリサイクル景観材の提供

リサイクル景観材の開発の一環として、北九州市の小倉城内随所に舗装材・平板ブロックを納
入しております。2005年の福岡県西方沖地震発生による修復に伴う小倉城屋根瓦葺き替えで
解体した瓦と衛生陶器くずをリサイクル原料とした舗装材や小倉城の瓦を再利用した平板ブ
ロックを納入しており、お城の景観を活かす意匠にこだわることで、建物・風景との高い調和性
を実現しました。
小倉城の瓦を再利用した景観材は、小倉城内のみならず、北九州市内各地で広く採用されてお
り、今後も地域貢献と循環型社会実現に向けた活動の双方を積極的に推進してまいります。
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